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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年6月13日(2013.6.13)

【公開番号】特開2011-234226(P2011-234226A)
【公開日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-046
【出願番号】特願2010-104185(P2010-104185)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/034    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｎ
   Ｇ１１Ｂ  27/034   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月26日(2013.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の映像フレームからなる第一の映像データの一部に続き、前記第一の映像データと
は異なる複数の映像フレームからなる第二の映像データの一部を連結させる映像編集装置
であって、
　前記第一の映像データを構成する複数の映像フレームと前記第二の映像データを構成す
る複数の映像フレームとから、相関が高い映像フレームの組み合わせを選択する選択手段
と、
　前記選択手段により相関が高い映像フレームの組み合わせとして選択された前記第一の
映像データにおける映像フレームと前記第二の映像データにおける映像フレームとを、連
結させる連結手段と、
を有する映像編集装置。
【請求項２】
　前記選択手段は、前記第一の映像データを構成する映像フレームと前記第二の映像デー
タを構成する映像フレームとにおいて、同一被写体の同一動作を検出した場合、映像フレ
ーム間の被写体の動作の連続性に基づいて相関が高い映像フレームの組み合わせを選択す
る請求項１に記載の映像編集装置。
【請求項３】
　前記選択手段は、前記第一の映像データを構成する映像フレームと前記第二の映像デー
タを構成する映像フレームとにおいて、同一被写体の移動を検出した場合、映像フレーム
間の被写体の移動方向の同一性に基づいて相関が高い映像フレームの組み合わせを選択す
る請求項１に記載の映像編集装置。
【請求項４】
　前記選択手段は、前記第一の映像データを構成する映像フレームと前記第二の映像デー
タを構成する映像フレームとにおいて、同一被写体を検出した場合、映像フレーム間の被
写体の位置の同一性に基づいて相関が高い映像フレームの組み合わせを選択する請求項１
に記載の映像編集装置。
【請求項５】
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　前記選択手段は、前記第一の映像データを構成する映像フレームと前記第二の映像デー
タを構成する映像フレームとにおいて、同一被写体を検出した場合、前記映像フレームに
おける各被写体の視線方向の同一性に基づいて相関が高い映像フレームの組み合わせを選
択する請求項１に記載の映像編集装置。
【請求項６】
　更に、ユーザによる操作入力の検出或いは予め規定された選択条件に基づき、３つ以上
の複数の映像データの中から、前記第一の映像データと前記第二の映像データととして用
いる映像データを選択する選択手段を有する請求項１乃至５の何れか１項に記載の映像編
集装置。
【請求項７】
　複数の映像フレームからなる第一の映像データの一部に続き、前記第一の映像データと
は異なる複数の映像フレームからなる第二の映像データの一部を連結させる映像編集装置
が実行する映像編集方法であって、
　前記第一の映像データを構成する複数の映像フレームと前記第二の映像データを構成す
る複数の映像フレームとから、相関が高い映像フレームの組み合わせを選択する選択ステ
ップと、
　前記選択ステップにより相関が高い映像フレームの組み合わせとして選択された前記第
一の映像データにおける映像フレームと前記第二の映像データにおける映像フレームとを
、連結させる連結ステップと、
を含む映像編集方法。
【請求項８】
　複数の映像フレームからなる第一の映像データの一部に続き、前記第一の映像データと
は異なる複数の映像フレームからなる第二の映像データの一部を連結させるコンピュータ
に、
　前記第一の映像データを構成する複数の映像フレームと前記第二の映像データを構成す
る複数の映像フレームとから、相関が高い映像フレームの組み合わせを選択する選択ステ
ップと、
　前記選択ステップにより相関が高い映像フレームの組み合わせとして選択された前記第
一の映像データにおける映像フレームと前記第二の映像データにおける映像フレームとを
、連結させる連結ステップと、
を実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、複数の映像フレームからなる第一の映像データの一部に続き、前記第一の映
像データとは異なる複数の映像フレームからなる第二の映像データの一部を連結させる映
像編集装置であって、前記第一の映像データを構成する複数の映像フレームと前記第二の
映像データを構成する複数の映像フレームとから、相関が高い映像フレームの組み合わせ
を選択する選択手段と、前記選択手段により相関が高い映像フレームの組み合わせとして
選択された前記第一の映像データにおける映像フレームと前記第二の映像データにおける
映像フレームとを、連結させる連結手段と、を有する。
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